
第１回将来のまちづくりに向けた説明会の開催報告
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北古田周辺地区

まちづくりニュース 第１号

日時
１日目：令和６年８月23日(金) 19時00分～20時00分

２日目：令和６年８月24日(土) 15時00分～15時50分

※両日とも説明内容は同じ

会場 播磨町健康いきいきセンター ３階大会議室

内容
・まちづくりを検討するに至った経緯の説明

・対象地区の現状の説明

・まちづくりの方向性についての意向確認（アンケート調査）の実施

参加者 １日目：41名 ２日目：35名

－１－

第１回説明会の概要は以下のとおりです。ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。

当日は、町及びまちづくりを専門とするコンサルタント（昭和株式会社）から内容について

説明を行い、その後、参加者の方々よりご質問をいただきました。今後は、行政・住民・コン

サルタントが相互に意見を交換しながら、皆でまちづくりの検討を進めていきます。

（主な質疑は、裏面をご覧ください。）

播磨町では適正な土地利用を図り、良好な市街地を形成するため、北古田周辺（北古田
１丁目の一部・２丁目・大中４丁目）の市街化調整区域について、より良い土地利用のあり方
を検討しています。
また、当地区の近傍では、播磨臨海地域道路のインターチェンジの設置が計画され、土地

活用の可能性が高まることが予想されるため、このことからも将来を見据えたまちづくりを検
討していく必要があります。
この度、当地区にお住まいの方、土地や建物をお持ちの方など向けに初めての説明会を

開催いたしました。今後も地域の皆様とご意見を交わしながら、北古田周辺地区のまちづく
りの方向性を検討していきますので、引き続きよろしくお願いいたします。

↑佐伯町長挨拶

← 町からの説明

説明会当日の様子 →



第２回将来のまちづくりに向けた説明会
【日時】令和6年10月18日(金)19時00分 【場所】播磨町健康いきいきセンター ３階大会議室

次回説明会の予定・今年度の取り組み

Q 反対者がいてもまちづくりが進みますか？

令和６年度は、まちづくりへの参画を目的とした説明会や意見交換会 (年度内に全４回程度を予定)を
開催します。皆様のご意見を踏まえながら、まちづくりの方向性を検討していきますので、

次回以降の説明会にも是非ご参加ください！！

まちづくりについてご不明な点やご質問がございましたら、下記にお問い合わせください。
播磨町都市整備部都市計画課 担当者：岡本、浜名、中村
079-435-2366（平日8時30分～17時15分） keikaku@town.harima.lg.jp

Q インターチェンジの整備計画に伴って市街化区域編入された地域では、どのような土地利用の
事例がありますか？

A インターチェンジ周辺では、産業系や物流系、工場などの土地利用事例が多いです。ただし、

本地区の周辺は既存住宅も多いため、複合的な土地利用になると想定されます。

Q 播磨町としては、本地区をどのようなまちにしたいと考えていますか？
A 本地区は住宅、農地、商業地など、様々な土地利用がなされていますが、住宅、農地、産業系の

土地利用が相互に悪影響を及ぼさないまちづくりを検討したいと考えています。

A 反対者の理解を得ず、まちづくりを進めるような事はしたくありません。本日の説明会を皮切り

に、皆様のご意見を伺うことから始め、相互理解を深めていきたいと考えています。

※上記以外にもたくさんご質問を頂きました。次回以降、まちづくりの手法などについても触れていきます。

当日いただいた主なご質問

－２－

8月23日(金)

8月24日(土)

Q 播磨臨海地域道路の整備に伴う用途地域の検討、宅地化の検討などが考えられますが、土地区画
整理事業なども視野に入れていますか。

A 土地利用が相互に悪影響を及ぼさないよう、土地利用を区分する事が望ましいと考えます。皆様

の意向や採算性を踏まえながら、土地区画整理事業も視野に入れて検討したいと考えています。

Q 町としてどのような都市計画のプランを掲げ、本地区をどのように位置づけていきますか。

A 播磨町都市計画マスタープランに基づくまちづくりを進めています。本地区では、意見交換会な

どを通して、皆様と地区の課題を共有し、本地区に合ったまちづくりを検討したいと考えており

ます。また、隣接する加古川市と協議・調整しながら進めていく必要があると考えています。

Q 本地区の農地は後継者がいないケースが多く、耕作されていない箇所も多いですが、町として、
農地の取り扱いをどのように想定していますか。

A 農地を集約することも一つの案としてはありますが、その手法がふさわしいのかも含め、皆様と

意見を交換しながら検討したいと考えています。

Q 地区内には幅員６m未満の道路が多いとのことですが、幅員６m以上を確保するために用地買収
などを想定しているのですか？

A 道路拡幅の方法は、まちづくりの手法によって様々であり、用地買収になるとは限りません。


